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D 課外活動サポート
1 課○ 外活動団体

　大学教育における人間形成は正課教育をとおして行われることは言うまでもありませんが、学生が
自主的、自立的に行う文化的、体育的な集団活動は豊かな情操と健全な心身を育成する人間形成のう
えで、必要不可欠なものと考えられます。
　学生諸君は、限られた学生生活の中で、各自の個性と条件等に合った団体に参加することにより学
生生活はより明るく潤いのあるものとなることでしょう。
　団体に加入しようとする場合は、直接その団体に申し出てください。
　以下の団体（令和元年度全学公認団体（令和元年 12 月現在））についての連絡先等は教育推進・学
生支援部厚生課課外活動掛にお尋ねください。

（１）文化系サークル団体（94 団体）
音 楽 部 交 響 楽 団

軽 音 楽 部

音 楽 研 究 会

合 唱 団

グ リ ー ク ラ ブ

アカペラサークル・CRAZY CLEF

ギ タ ー ク ラ ブ

マ ン ド リ ン オ ー ケ ス ト ラ

吹 奏 楽 団

リ コ ー ダ ー 同 好 会

E .  M .  B .  G .

軽音サークル・こんぺいとう

軽 音 サ ー ク ル・Ｚ Ｅ Ｔ Ｓ

民 族 舞 踊 研 究 会

舞 踏 研 究 会

ア マ チ ュ ア ダ ン ス ク ラ ブ

叡 風 会

ア ン プ ラ グ ド

エレクトーンサークルＫＵＥＳ

ア ン サ ン ブ ル リ ー ド

E g o i s t i c  D a n c e r s

劇 団 ケ ッ ペ キ

映 画 文 化 研 究 会

シ ネ マ 研 究 会

雪 だ る ま プ ロ

漫 画 研 究 部

ア ニ メ ー シ ョ ン 同 好 会

創 作 サ ー ク ル「 名 称 未 定 」

美 術 部

陶 芸 部

写 真 部

書 道 部

能 楽 部 観 世 会

能 楽 部 宝 生 会

能 楽 部 金 剛 会

能 楽 部 狂 言 会

心 茶 会

落 語 研 究 会

囲 碁 部

奇 術 研 究 会

将 棋 部

か る た 会

デジタル写真サークル Digi ＊ Photo

京 大 短 歌

Ｃ Ｒ Ｏ Ｓ Ｓ Ｓ Ｔ Ｉ Ｔ Ｃ Ｈ

京 大 漫 ト ロ ピ ー

京 都 大 学 華 道 部

キ リ ス ト 者 学 生 会

聖 書 研 究 会

古 典 に 学 ぶ 会

原 理 研 究 会

ク イ ズ 研 究 会

Ｒ Ｐ Ｇ 研 究 会

Ｓ Ｆ・ 幻 想 文 学 研 究 会
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唯 物 論 研 究 会

コ リ ア ン 学 生 の 集 い

歴 史 研 究 会

地 理 同 好 会

鉄 道 研 究 会

天 文 同 好 会

粋 な 科 学 の 会

生 物 科 学 の 会

こ ろ ぽ っ く る

野 生 生 物 研 究 会

都 市 公 害 問 題 研 究 会

環 境 サ ー ク ル・ え こ み っ と

機 械 研 究 会

E .  S .  S .

エ ス ペ ラ ン ト 語 研 究 会

児 童 文 学 研 究 会・ 紙 風 船

点 訳 サ ー ク ル

手 話 サ ー ク ル

グ ッ ド サ マ リ タ ン ク ラ ブ

さ い も ん め

現 代 社 会 研 究 会

刑 事 法 研 究 会

探 検 部

有 機 農 業 研 究 会

き の こ じ き

自 然 農 法 研 究 会

ロ ー バ ー ス カ ウ ト ク ラ ブ

農 業 交 流 ネ ッ ト ワ ー ク

国 際 ビ ジ ネ ス 研 究 会

庭 満 喫 サ ー ク ル　 洛 楽

マ イ コ ン ク ラ ブ

ユ ネ ス コ 学 生 ク ラ ブ

ユ ー ス ホ ス テ ル ク ラ ブ

国 際 関 係 論 研 究 会

推 理 小 説 研 究 会

考 古 学 研 究 会

西 部 講 堂 連 絡 協 議 会

文 化 サ ー ク ル 連 合 会

11 月 祭 全 学 実 行 委 員 会

京 都 大 学 新 聞 社

音楽部交響楽団 グリークラブ 能楽部狂言会
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（２）体育団体
　体育団体には、「体育会」所属の団体と体育会に所属していない団体があります。体育会は学生のスポーツ振興と
その発展向上に努めるとともに、体育会所属の各運動部の総括部活動の援助、体育行事の開催、一般学生会員に対
する運動用具の貸し出しなどの事業を行っています。
　体育会が一般会員に貸し出す運動用具は、卓球、野球、バドミントン、バレーボール、スキー等の用具やテント等
です。これらの用具を借りたい場合は、体育会事務室に申し込んでください。（TEL075-753-2574）

❶体育会所属の運動部及び応援団（54 団体）

合 気 道 部 ア イ ス ホ ッ ケ ー 部

ア ー チ ェ リ ー 部 アメリカンフットボール部

居 合 道 部 ウインドサーフィン部

ウェイトリフティング部 カ ヌ ー 部

空 手 道 部 弓 道 部

グ ラ イ ダ ー 部 剣 道 部

硬 式 庭 球 部 硬 式 野 球 部

ゴ ル フ 部 サ イ ク リ ン グ 部

サ ッ カ ー 部 山 岳 部

自 転 車 競 技 部 自 動 車 部

柔 道 部 準 硬 式 野 球 部

少 林 寺 拳 法 部 水 泳 部

ス キ ー 競 技 部 ス ピ ー ド ス ケ ー ト 部

相 撲 部 男 子 ソ フ ト テ ニ ス 部

女 子 ソ フ ト テ ニ ス 部 ソ フ ト ボ ー ル 部

体 操 部 卓 球 部

馬 術 部 男子バスケットボール部

女子バスケットボール部 バ ド ミ ン ト ン 部

バ ー ベ ル 部 男 子 バ レ ー ボ ー ル 部

女 子 バ レ ー ボ ー ル 部 ハ ン ド ボ ー ル 部

フィールドホッケー部 フィギュアスケート部

フ ェ ン シ ン グ 部 フ ッ ト サ ル 部

ボ ウ リ ン グ 部 ボ ー ト 部

ボ ク シ ン グ 部 ヨ ッ ト 部

ラ イ フ ル 射 撃 部 男 子 ラ ク ロ ス 部

女 子 ラ ク ロ ス 部 ラ グ ビ ー 部

陸　 上　 競　 技　 部 応 援 団

ラグビー部

居合道部

ウインドサーフィン部
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　体育会所属運動部の紹介、入部手続及び体育会活動案内等については、体育会発行の「濃青」（入学時体育会配布）
を参照してください。

❷体育会に所属していない体育系団体（31 団体）

散 策 の 会

オ リ エ ン テ ー リ ン グ ク ラ ブ

ワ ン ダ ー フ ォ ー ゲ ル 部

フ リ ー ク ラ イ ミ ン グ ク ラ ブ

硬 式 庭 球 同 好 会・ フ リ ー ク

テニスサークル・KIDDY KIDS

テニスサークル・フレームショット

ソ フ ト テ ニ ス サ ー ク ル

テ ニ ス サ ー ク ル・JUST OUT

Ｔ． Ｃ． Ｔ

スキー同好会・スノーパンサー

飛 翔 会

持 久 走 同 好 会

バスケットボールサークル・フリークラブ

バスケットボールサークル・L.E.D.

バレーボールサークル・JUSTICE

天 之 武 産 合 氣 道 同 好 会

ソフトボール同好会・プレッシャーズ

卓球同好会 SMASH × SMASH

バドミントンサークル・レモンスカッシュ

アウトドアサークル・DOWN HILL

鳥 人 間 チ ー ム Shooting Stars

ブ ー メ ラ ン サ ー ク ル　 く

鹿 島 神 流 武 道 部

アイアンマンスクール（トライアスロンサークル）

ル ー ジ ュ Ｆ ． Ｃ

カ ー リ ン グ サ ー ク ル

ぺ ん た（ テ ニ ス サ ー ク ル ）

サ ニ ー ロ ー ド ち ゃ り だ ー

スキューバダイビングサークル MARINE SNOW

空 手 同 好 会

（３）その他の団体
●大学院生協議会
●生協学生委員会
●学生自治会同学会
　  ※ 上記とは別に「同学会」を名乗る団体（自称同学会）が学内及び近隣で署名集めや勧誘、無断集会等をしていま

す。この団体は、京都大学が平成 24 年 6 月 22 日付告示第 5 号において、「京都大学が昭和 34 年以来公認し
てきた京都大学全学自治会同学会とは一切関係ない」と断定している団体です。

　　 また、この団体は、本学ホームページにおいて、「吉田南 1 号館の封鎖について（2015 年 10 月 28 日）」とし
て掲載している吉田南 1 号館の封鎖に関わった、「全日本学生自治会総連合」（中核派系全学連）と関係する団
体と考えられていますので、この団体並びにその関係者の活動等に関わらないようご注意ください。

（４）全学公認団体結成手続き（学部限りの団体を除く）
　「京都大学学内団体規程」に基づき、結成、または更新の申請をします。
　新規に全学公認団体として承認を受けるためには、既設で同じ設置目的の公認団体がないこと、顧問教職員を置
き複数の部員がいること等の条件を満たし、また、申請後３年間の活動実績が公認団体に値し継続的に活動してい
ると認められる必要があります。既に団体結成の承認を受けている団体は、毎年５月 15 日までに更新を申請する
必要があります。



42

2 課○ 外活動施設
（１）課外体育施設
　課外体育施設の中には、利用が全学公認団体に限られている施設もあるため、利用にあたっては、教育推進・学
生支援部厚生課課外活動掛に問い合わせてください。
　また、吉田南構内の体育施設（※学生集会所を除く）については、吉田南構内共通事務部経理課資産・用度掛（電
話 075-753-6521）に問い合わせてください。

❶北部構内

グラウンド（夜間照明設備設置）

　　フィールドホッケー・サッカー・ハンドボール・アメリカンフットボール
　　ラクロス・陸上競技・エアーライフル射撃・ゴルフ・ウェイトリフティング

トイレ・シャワー棟

　　男女トイレ・男女更衣室・男女シャワー室

部室棟

　　女子更衣室１・部室９・共用室１

北白川スポーツ会館（学生合宿所）鉄筋 2 階建　定員 90 名

　　宿泊室 6 室・ミーティングルーム・トレーニングルーム・男女シャワー室

馬　場

　　厩舎・馬場・管理棟

北部部室棟 北部構内グラウンド

❷吉田南構内

グラウンド（内野照明設備設置）

　　硬式野球・準硬式野球・ソフトボール

テニスコート

　　オムニコート 3 面
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学生集会所

　　部室 19 室・共用室 4 室

❸西部構内

総合体育館

　　ハンドボール・バスケットボール・バレーボール・バトミントン・卓球・体操・柔道
　　居合道・剣道・空手道・合気道・少林寺拳法・ボクシング・フェンシング・バーベル
　　各種トレーニング

プール

　　50 メートル・8 コース

西部講堂

　　 西部講堂の使用については、教育推進・学生支援部厚生課課外活動掛（電話 075-753-2511）に問い合わ
せてください。

西部課外活動棟

　　部室 42 室・共用室 22 室・共用倉庫 21 室・音出し系練習室 2 室・共用作業室等 4 室

総合体育館 プール

❹薬学部構内

バレーコート　クレイコート１面

硬式テニスコート　クレイコート２面　オムニコート３面

弓道場（夜間照明設備設置）

アーチェリー場

相撲場
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❺京都大学丸和運輸機関ラグビーフィールド（宇治市五ヶ庄）

ラグビーグラウンド（夜間照明設備設置）

多目的グラウンド（夜間照明設備設置）

宇治学生合宿所（木造 2 階建　定員 33 名）・部室棟

　　居室 3 室　更衣室　シャワー室　トレーニングルーム

❻その他

石山艇庫・ボート部合宿所

　　ボート部（大津市螢谷）

瀬田艇庫

　　カヌー部（大津市瀬田）

大津ヨット艇庫

　　ヨット部（大津市鏡ヶ浜）

元田中スポーツ会館

　　アメリカンフットボール部クラブハウス（左京区田中大久保町）

（２）遠隔地の宿泊施設
❶白浜海の家
　南紀白浜の瀬戸臨海実験所内にあり、施設の前がすぐ海へと続いています。海水浴はもちろんウインドサーフィ
ンにも利用でき、近くには温泉や観光名所がたくさんあります。

施　設　名 白浜海の家（木造平屋建　定員 30 名）

所　在　地 和歌山県西牟婁郡白浜町　TEL 0739-42-2033

交　　　通 JR 紀勢本線「白浜」下車　バス「臨海」下車徒歩 3 分

申　込　先
教育推進・学生支援部厚生課課外活動掛
※利用の１ケ月前から窓口で受け付けます。（先着順）
　書類提出は利用の１週間前までです。

利 用 料 金 無料　※食事は付いておりません。各自ご準備ください。

開 設 期 間 通年（宿泊可能日については厚生課課外活動掛（Mail: 840kagai@mail2.adm.
kyoto-u.ac.jp）へお問い合わせください。）

白浜海の家
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❷志賀高原ヒュッテ
　長野県北東部、上信越高原国立公園内の志賀高原の中心部蓮池に位置しており、本学の学生、卒業生、教職員等を
はじめ、一般の方にも一年を通じて開放されています。施設の周辺は、スキーはもちろん、ハイキングコースとして
春は新緑、秋は紅葉を楽しめます。

施　 設 　名 志賀高原ヒュッテ（木造 2 階建地下 1 階　定員 28 名）

所　 在 　地 長野県下高井郡山ノ内町大字平穏 7148-5　TEL0269-34-2105

交　　　　通 JR「長野」（東口）下車　長野電鉄バス志賀高原行き「蓮池ひろば」下車　徒歩 15 分

予約・申込み

志賀高原ヒュッテ　TEL0269-34-2105 へ連絡のうえ、宿泊の可否を問い合わせてく
ださい。
予約確認後、利用の 10 日前までに書類（使用申請書・使用者名簿）を FAX またはメー
ルにて厚生課課外活動掛に提出してください。詳細は本学ホームページをご確認くださ
い。

利 用 料 金

〈夏期宿泊料金〉　6 月 1 日～ 11 月 30 日
本学の学生　1,800 円／１泊　本学教職員・一般　4,100 円／１泊

〈冬期宿泊料金〉　12 月 1 日～ 5 月 31 日
本学の学生　2,900 円／１泊　本学教職員・一般　5,600 円／１泊

・利用の１週間前までに本学の指定する方法により納めてください。

〈食事料金〉　朝食 900 円　夕食 1,800 円（夏期・冬期とも）
・現地で直接支払ってください。

開 設 期 間 通年（一部休業日有り）

志賀高原ヒュッテ



46

❸笹ヶ峰ヒュッテ
　新潟県営の広大な放牧地の中の、標高 1330 メートルの高原にあり山岳部の登山練習や山岳スキー練習の拠点
として利用されています。平成 11 年度に建物は全面改築されました。

施　設　名 笹ヶ峰ヒュッテ（木造 3 階建　定員 20 名）

所　在　地 新潟県妙高市大字杉野沢字柄沢 3301　TEL なし

交　　　通 JR 信越本線「妙高高原」下車　バス「京大ヒュッテ」下車すぐ

開 設 期 間 夏季：約２週間　秋季：10 日間

申　込　先
笹ヶ峰ヒュッテ管理運営委員会にお問い合わせください。
利用の 1 週間前までに申し込んでください。
sasagamine.hutte.booking@gmail.com

笹ヶ峰ヒュッテ

3 大○ 学祭等のイベント
（１）11 月祭
　11 月祭は毎年 11 月下旬に行われる最大の学生イベントです。学生による日常の研究成果の発表や講演会、映
画、音楽、展示会、模擬店等々がキャンパス
一帯で繰り広げられます。例年、多くの一般
市民の方が来られます。
　11 月祭は今年で 62 回目を数えます。
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（２）課外教養の行事
　学生の教養を高め豊かにすることを目的として、文化関係諸行事を
実施していますので積極的に参加してください。これらの行事の案内
は KULASIS 掲示板等によって行います。
❶音楽会
　  　本学の創立記念行事として、毎年「京都大学創立記念日（６月 18

日）」前後に、著名な音楽家等を招き京都コンサートホールで音楽会
を催しています。2020 年は 6 月 19 日（金）の予定です。

❷能楽鑑賞会
　  　毎年 12 月上旬、（公財）片山家能楽・京舞保存財団の協力による

能及び狂言の鑑賞会を京都観世会館で催しています。

4 課○ 外活動のための物品貸出
　全学公認団体が日常の課外活動を行う際の貸出物品として、下記の物品を揃えています。希望団体は事前に教育
推進・学生支援部厚生課課外活動掛まで申し出てください。

貸出物品

　　テント・長机・パイプ椅子・ハンドマイク・マイクセット・ビデオプロジェクター・ビデオカメラ
　　三脚・スクリーン・暗幕・ドラムコード・脚立等

5 立○ て看板等の設置について
　課外活動のための立て看板等の設置については、P73 を参照してください。

創立記念行事音楽会

能

狂言




